
令和５年防災訓練反省会 2023.10.21　小澤

日時； 令和５年１０月２１日（土）　PM３：００～４：４０

場所； 一丁目自治会館

参加者； 植木、西山、中川、仁藤、中村、望月、田村、須山、杉山、小澤　（敬称略）

内容；

① 厚木市への防災訓練結果報告の概要説明

② 令和５年度、会計報告

③ 防災訓練反省会の意見・感想・提案等

反省会の項目 対策案

・防災訓練の参加者が少ない
→防災訓練のお知らせに、お土産があることを明記する事も一

案。

・各グループにリーダを選任したが、

　どうしていいか戸惑っていた

→事情の分かった専任者を選定する案もあるが、

　突然のリーダ任命もありうることなので訓練として実施

・スケジュール管理があいまいで、

　帰ってしまう方がいた

→訓練の開始時とか途中でスケジュールの周知をしっかり

　やっていく

・簡易トイレ、テントは参加者に組み

　立ててもらう方がいい

→取説が無くても組み立てが可能な作業であるが、経験は

　大切なので、2年に一回程度は、参加者に組み

　立ててもらうようにする

・当日、校庭でソフトの練習をやっていて

　違和感があった

→それぞれの考え方もある。一応校庭を使えないようには

　できるが、現状の防災訓練では校庭は使用しないので

　このままにする

・荷物搬入のため、裏口と体育館と廊下に

　通じるところのカギを開けたい

→二つのカギは公民館に預かってもらうようにする、

　小学校で保管している予備のカギの数量を確認し

　余裕があれば、公民館に渡す。（鍵が足りないときは補充する）

　危機管理課に情報を入れて了解をもらう

・参加者への上履きの持参について、

　持ってこない人への対応

→本番になったときには、替えの上履きを用意することは

　困難なため、このまま上履き持参を続ける

　◇寝るときに枕元に上履きを用意することが推奨、

　　ガラス片等を踏んでけがをしないため

※訓練当日は、防災キャンプの日だが、

　キャンプは８時終了、訓練は１０時開始

　のため、キャンプ参加者は帰ってしまう

→現状では、いい解決案は見つからないので、今後の検討

　とする。中学校の訓練結果を確認する。

※避難所運営の各スタッフの役割りを

　明確化することが必要
→とりあえず、各役割の概要を、A4一枚程度にまとめる

※避難要支援者の、訓練を検討して欲しい →検討を要するので、今後の課題とする。

以下は結論を得るために検討を継続する

◇なお、体育館の中にある大型発電機の稼働確認は、危機管理課に確認中だが、あまり乗り気ではない。

　今後も継続して実施の可能性を探っていく。


